
Ⅰ　概要

医療機関コード

病院名

所在地

管理者氏名

病床数 一般 療養 感染症 精神 結核

591床 0床 20床 0床 0床

承認年月日

Ⅱ　業務報告

対象期間 令和6年4月1日～令和7年3月31日

１　紹介患者に対する医療提供及び他の病院又は診療所に対する患者紹介の実績

紹介率 ①／（②－（③＋④＋⑤）） 98.1 ％

※患者数は延べ人数 ①紹介患者数 22,963 人

②初診患者数 40,865 人

8,022 人

9,446 人

0 人

逆紹介率 ⑦／②－（③＋④＋⑤） 109.4 ％

※患者数は延べ人数 ⑦逆紹介患者数 25,601 人

２　共同利用の実績

（１）共同利用の体制等

利用医師等登録制度の担当者役職

登録医療機関数 716 件

716 件

（２）共同利用状況

共同利用を行った医療機関の延べ数 770 件

共同診療件数 770 件

高額医療機器共同利用件数 770 件

共同利用病床数 611 床

共同利用病床利用率 63.9% ％

共同利用可能な医療機器

共同利用可能な施設等
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承認要件

③地方公共団体又は医療機関に所属する
救急自動車により搬入された患者の数
（初診に限る）

④休日又は夜間に受診した救急患者の数
（初診に限る）

⑤健康診断を目的とする受診により、治
療の必要性を認めて治療を開始した患者
の数（初診に限る）

うち開設者と直接関係のない医療機関の数

集中治療室・化学検査室・細菌検査室・病理検査室・
病理解剖室・研究室・講義室・図書室・医薬品情報管
理室・救急搬送自動車2台

ＣＴ・ＭＲＩ・放射線治療機器・マンモグラフィ・核
医学検査・骨密度測定検査

医療連携課長

1313315728

合計

611床

ア　紹介率80%以上



３　救急医療の提供の実績

（１）救急患者数

救急搬送による救急患者数　 10,485 （ 8,022 ）

救急搬送以外の救急患者数　 8,631 （ 5,275 ）

合計（うち初診患者数） 19,116 （ 13,297 ）

※括弧内は、初診救急患者数

（２）重症救急患者の受入体制

優先使用可能な病床数 8 床

専用病床数 28 床

（３）通常の当直体制以外における重症救急患者の受入体制状況

通常の当直体制以外における体制確保の有無 有

医師数

うち専従数

看護師数（准看護師含む）

うち専従数

薬剤師数

うち専従数

診療放射線技師数

うち専従数

臨床検査技師数

うち専従数

臨床工学技士数

うち専従数

上記以外の従事者数

（４）救急用又は患者輸送用自動車所持台数

救急用又は患者輸送用自動車 2 台

４　地域の医療従事者の資質の向上を図るための研修の実績

（１）研修体制

研修委員会の有無 有

研修委員会の名称

有

研修指導者数 73 人

研修施設

（２）研修実績

地域の医療従事者への研修会開催回数 29 回

18 回

研修会延べ参加人数 782 人

うち院外のみの延べ参加人数 311 人

症例検討会の開催回数 2 回

医学・医療に関する講習会の開催回数 25 回

研修の内容
病院実習・研修、医学・医療に関する講演会、地域の医師等を含めた
症例検討会・研修会

会議室、講義室、医療連携課、医局、図書室等

重症救急患者に必要
な検査・治療に必要
な診療施設

人工心肺装置、持続人工透析、24時間緊急手術、
24時間産科的危機的出血対応

常勤 非常勤

19人

7人

14人

0人

0人

0人

0人

5人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

48人

0人

47人

0人

26人

研修プログラムの有無

教育研修推進室会議

うち医師以外の医療従事者を対象とした研修会

0人

0人

0人

0人

0人



５　診療並びに病院の管理運営に関する諸記録の体系的な管理方法

管理責任者

管理担当者

６　診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法及び閲覧の実績

閲覧責任者

閲覧担当者

閲覧方法

前年度の総閲覧件数 172 件

閲覧者別延べ件数 医師 58 件

歯科医師 0 件

地方公共団体 0 件

その他 114 件

７　委員会の開催実績

委員長の役職等

委員数 22 人

うち院外 17 人

委員会の開催回数 4 回

副院長　兼　脳神経外科部長

事務部長

副院長　兼　脳神経外科部長

看護師長　兼　患者相談室室長

患者相談室（診療記録開示）
医療連携課（医師等による閲覧）

委員会の概要

開催１回目：令和６年８月２９日
　　２回目：令和６年１１月１４日（書面審議）
　　３回目：令和７年１月６日（書面審議）
　　４回目：令和７年３月４日
会の名称：地域医療支援病院運営協議会
委員：近隣9市区医師会会長、薬剤師会会長、保健所所長、市役所健
康福祉部長、地域住民代表、学識経験者
協議内容：当院の人事及び動向、病院事業概要、登録医の状況、入退
院支援加算等算定件数、ロボット支援手術件数、分娩件数、急性期充
実体制加算算定割合、急性期病院の診療休止に伴う対応、二次救急患
者連携搬送、新病棟建築の進捗状況、エキスパートパネル実施可能が
んゲノム医療連携病院、診断書Web問合せイメージ、下り搬送・急性
期転院の現状と実績報告、むさしのホットライン件数、サイバー攻撃
BCP訓練、講演会実績報告、今後の講演会ご紹介、等の報告

武蔵野市医師会・会長

病院の管理及び運営
に関する諸記録の管
理方法

診療に関する諸記録
の管理方法

【保管場所】
日誌：総務課・看護部、処方せん・記録・エックス線写真等：電子カ
ルテ、他院からの紹介状及び紙媒体の患者情報：スキャナー取り込み
後に医療連携課
【管理方法】
疾病はICD-10、手術についてはICD10-CMより分類している。
外来・入院診療録・その他諸記録については電子カルテ上で保管、一
部紙媒体のものは病歴室・医療秘書課・医療連携課にて施錠管理して
いる。

【保管場所】
共同利用の実績：医療連携課、救急医療の提供の実績：総務課・企画
課、地域医療従事者向け研修実績：医療連携課・人事課、閲覧実績：
患者相談室・医療連携課、紹介患者に対する関係帳簿：医療連携課・
企画課
【管理方法】
電子カルテで実績管理している。電子媒体にて情報系共有フォルダで
管理している。電子カルテ内のファイルサーバーで管理している。一
部紙媒体のものは各部署で施錠管理している。



８　患者相談の実績

相談を行う場所

主たる相談対応者

50,396 件

９　地域医療支援病院に求められるその他の取組　（任意）

（１）病院の機能に関する第三者による評価

病院の機能に関する第三者による評価の有無 有

注）医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価が

あること。

（２）果たしている役割に関する情報発信

果たしている役割に関する情報発信の有無 有

（３）退院調整部門

退院調整部門の有無 有

（４）地域連携を促進するための取組

地域連携クリティカルパスの策定 有

相談の概要

療養相談、セカンドオピニオン、医療福祉相談、在宅療養支援、医療
制度説明、経済・就労・教育問題の援助相談、医療事故・医療安全に
関する相談、医療機関検索・照会、診療記録開示、がん相談、ご意
見・ご要望等、その他（診療科固有の事情や相談など）

退院調整部門の人員体制、取
組状況等の概要

医療連携センターに看護師長１名、退院調整看護師７名を
配置している。ソーシャルワーカー７名と共同し、医師・
病棟看護師と随時情報共有しながら患者・家族への早期介
入を実施し、迅速な転退院調整を行っている。

策定した地域連携クリティカ
ルパスの種類・内容
地域連携クリティカルパスを
普及させるための取組

●策定した地域連携クリティカルパスの種類・内容
①脳卒中地域連携パス②大腿骨頸部骨折地域連携パス③が
ん連携パス（５大がん＋前立腺がん）
●地域連携クリティカルパスを普及させるための取組
・市民への理解を図るため、院内掲示や広報誌、ホーム
ページへ運用や活用状況を掲載している。
・定期的に地域の医療機関と勉強会、検討会を開催し、運
用の問題点を検討している。

評価を行った機関名、評価を
受けた時期

●評価を行った機関名、評価を受けた時期
・評価を行った機関：日本医療機能評価機構
・評価を受けた時期：令和７年２月６日 ～ 令和７年２月
７日
（日本医療機能評価３ｒｄＧ：Ｖｅｒ．3.0 認定）

情報発信の方法、内容等の概
要

●情報発信の方法、内容等の概要
院内掲示及び広報誌、又はホームページへ取組み事項を掲
載し、地域医療機関及び市民へ情報発信している。
市民向けの公開講座や院内開催の研修会等の開催情報を、
市報や新聞への掲載依頼をし、広域に広報を行っている。

相談件数

看護師、がん看護専任看護師、公認心理士、
ソーシャルワーカー、患者相談窓口事務

患者相談窓口、相談室、面談室


